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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡内に配管された可撓性チューブの端部と金属製の配管パイプとを接続するための
内視鏡の配管接続部の構造であって、上記配管パイプの先端部分に外周面が先側へ次第に
径が細くなる外周テーパ面を有する接続管が取り付けられ、その接続管の外周テーパ面と
の間に上記可撓性チューブの端部付近を挟み込むように上記外周テーパ面に対応するテー
パ状に形成された内周テーパ面を有するテーパ筒が、上記接続管に形成された雄ネジ部に
対して螺合する締め付け環により上記可撓性チューブの外周面に押圧固定された構造のも
のにおいて、
　上記接続管と上記テーパ筒に、上記接続管に対して上記テーパ筒が軸線周りに回転する
のを規制するように互いに係合する回転規制係合部が形成され、
　上記回転規制係合部が、上記テーパ筒の内径が大きい側の端部から軸線と平行方向に突
出形成された突起部と、その突起部に係合するように上記接続管の雄ネジ部を部分的に平
らに削ぎ落とした形状に形成された平面部とを備え、
　上記テーパ筒の突起部の内面が上記接続管の平面部に当接する平面状に形成されていて
、上記突起部の内面が上記雄ネジ部のネジ部分を囲むことなく上記接続管の平面部と当接
することで、上記接続管に対する上記テーパ筒の軸線周り回転が規制されることを特徴と
する内視鏡の配管接続部の構造。
【請求項２】
　上記テーパ筒の内径が小さい側の端部に、軸線と平行方向に複数のすり割りが形成され
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ている請求項１記載の内視鏡の配管接続部の構造。
【請求項３】
　上記テーパ筒の内径が小さい側の端部近傍の外周面が、その端部側へ次第に径が細くな
るテーパ状に形成されて、上記締め付け環の内周面が上記テーパ筒の外周面に対応する形
状に形成されている請求項２記載の内視鏡の配管接続部の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の配管接続部の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡内には、送気送水用や吸引用或いは処置具挿通チャンネル用等各種の可撓性チュ
ーブが配管されていて、操作部内やライトガイドコネクタ内等においてそれら可撓性チュ
ーブの端部が金属製の接続管に接続固定されている。
【０００３】
　そのような可撓性チューブの端部を接続管に固定するための従来の内視鏡の配管接続部
の構造は、例えば図８に示されるように、配管パイプ９０の先端部分に外周面が先側へ次
第に細くなる外周テーパ面９２を有する接続管９１が取り付けられていて、その接続管９
１の外周テーパ面９２との間に可撓性チューブ９３の端部付近を挟み込むように外周テー
パ面９２に対応するテーパ状に形成された内周テーパ面９４を有するテーパ筒９５が、接
続管９１に形成されたネジ部９６に対して螺合する締め付け環９７により、可撓性チュー
ブ９３の外周面にきつく押圧固定された構造になっている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】実登２５２５４９１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、テーパ筒９５を押圧するための締め付け環９７を接続管９１に対して螺
合固定させる構成をとることは、可撓管チューブ９３と配管パイプ９０との配管接続部を
緩みなく確実に固定するうえで極めて有効であり、また、分解修理の際等に可撓管チュー
ブ９３を切断することなく取り外して再使用することができるメリットもある。
【０００５】
　また、締め付け環９７により可撓性チューブ９３を直接押圧固定するのではなく、締め
付け環９７と可撓性チューブ９３との間にテーパ筒９５を介在させるのは、螺合固定のた
めに軸線周りに回転される締め付け環９７により可撓性チューブ９３が捩じられて座屈し
てしまうのを防止するためである。
【０００６】
　しかし、そのような構成を採っていても、締め付け環９７が、締め付け固定作業の最後
の一回転の段階になるとテーパ筒９５を強く押さえ付けた状態になるため、締め付け環９
７の回転に追従してテーパ筒９５が回転するいわゆる「連れ周り」現象が発生し、そのテ
ーパ筒９５の回転により可撓性チューブ９３が捩じられた状態になって座屈してしまう場
合がある。
【０００７】
　そして、そのような可撓性チューブ９３の座屈が発生すると、すでに可撓性チューブ９
３は光学繊維束等と共に挿入部可撓管と湾曲部とに挿通配置された状態になっていて、可
撓性チューブ９３の先端側には対物レンズ等を内蔵する先端部本体が一体的に固着されて
いるため、単に可撓性チューブ９３を交換すれば済むというわけにはいかず、内視鏡の最
重要部分を最初から組み立て直さなければならない。
【０００８】
　そこで本発明は、接続管に対して螺合する締め付け環を締め込んで、内視鏡内に配管さ
れた可撓性チューブを接続管に強固に接続しても、可撓性チューブを捩じって座屈させる
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ことのない安定した品質が得られる内視鏡の配管接続部の構造を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の配管接続部の構造は、内視鏡内に配管さ
れた可撓性チューブの端部と金属製の配管パイプとを接続するための内視鏡の配管接続部
の構造であって、配管パイプの先端部分に外周面が先側へ次第に径が細くなる外周テーパ
面を有する接続管が取り付けられ、その接続管の外周テーパ面との間に可撓性チューブの
端部付近を挟み込むように外周テーパ面に対応するテーパ状に形成された内周テーパ面を
有するテーパ筒が、接続管に形成されたネジ部に対して螺合する締め付け環により可撓性
チューブの外周面に押圧固定された構造のものにおいて、接続管とテーパ筒に、接続管に
対してテーパ筒が軸線周りに回転するのを規制するように互いに係合する回転規制係合部
を形成したものである。
【００１０】
　なお、回転規制係合部が、接続管とテーパ筒の一方に突出形成された突起部と、突起部
に係合するように他方に形成された平面部であってもよく、突起部が、テーパ筒の内径が
大きい側の端部から軸線と平行方向に突出形成されていてもよい。
【００１１】
　また、回転規制係合部が、接続管とテーパ筒の一方に突出形成された突起部と、突起部
に係合するように他方に形成された凹部であってもよく、突起部が、接続管の外周部から
径方向に突出形成されていてもよい。
【００１２】
　また、テーパ筒の内径が小さい側の端部に、軸線と平行方向に複数のすり割りが形成さ
れていてもよく、その場合、テーパ筒の内径が小さい側の端部近傍の外周面が、その端部
側へ次第に径が細くなるテーパ状に形成されて、締め付け環の内周面がテーパ筒の外周面
に対応する形状に形成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡内に配管された可撓性チューブの端部付近を挟み込んだ状態に
押圧固定する接続管とテーパ筒に、接続管に対してテーパ筒が軸線周りに回転するのを規
制するように互いに係合する回転規制係合部を形成したことにより、接続管に対して螺合
する締め付け環を締め込んで可撓性チューブを接続管に強固に接続しても、可撓性チュー
ブが捩じられて座屈するようなことがなく、可撓性チューブと接続管とを確実に接続して
安定した品質を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　内視鏡内に配管された可撓性チューブの端部と金属製の配管パイプとを接続するための
内視鏡の配管接続部の構造であって、配管パイプの先端部分に外周面が先側へ次第に径が
細くなる外周テーパ面を有する接続管が取り付けられ、その接続管の外周テーパ面との間
に可撓性チューブの端部付近を挟み込むように外周テーパ面に対応するテーパ状に形成さ
れた内周テーパ面を有するテーパ筒が、接続管に形成されたネジ部に対して螺合する締め
付け環により可撓性チューブの外周面に押圧固定された構造のものにおいて、接続管とテ
ーパ筒に、接続管に対してテーパ筒が軸線周りに回転するのを規制するように互いに係合
する回転規制係合部を形成する。
【実施例】
【００１５】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１は内視鏡の操作部、２は挿入部、３は、図示されていない光源装置に
接続されるライトガイドコネクタ４が先端に取り付けられている接続可撓管であり、操作
部１には送気送水操作弁５や吸引操作弁６等が配置されている。
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【００１６】
　１１～１７は、内視鏡内に配管されている例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等から
なる可撓性チューブであり、１１と１２は、ライトガイドコネクタ４に設けられた送気送
水口金７側から空気と水が送られてくる給気チューブと給水チューブ、１３と１４は、挿
入部２の先端側に空気と水を送り出すための送気チューブと送水チューブである。
【００１７】
　１５は、ライトガイドコネクタ４に設けられた吸引口金８側から吸引が行われる吸引チ
ューブ、１６は、挿入部２内に挿通配置された処置具挿通チャンネル用の可撓性チューブ
、１７は、処置具挿通チャンネル用の可撓性チューブ１６を吸引操作弁６とを連通させる
連通チューブである。９は処置具挿入口である。
【００１８】
　このように内視鏡内に多数配管された可撓性チューブ１１～１７は、各々の端部が例え
ばステンレス鋼管材からなる配管パイプ１８に接続されており、その各配管接続部２０に
本発明を適用することができる。
【００１９】
　図１は、処置具挿通チャンネル用の可撓性チューブ１６と配管パイプ１８との配管接続
部２０を示している。ただし、本発明は、他のどの可撓性チューブ１１～１７と配管パイ
プ１８との配管接続部２０に適用しても差し支えない。
【００２０】
　配管パイプ１８の先端部分には、外周面が先側へ次第に径が細くなる外周テーパ面２２
を有する例えばステンレス鋼製の接続管２１が、銀ロー付け又は溶接等により一体的に固
着されている。
【００２１】
　２５は、接続管２１の外周テーパ面２２との間に可撓性チューブ１６の端部付近を挟み
込むように、外周テーパ面２２に対応する（即ち、外周テーパ面２２と略平行な面になる
）テーパ状に形成された内周テーパ面２４を有する金属材又は硬質プラスチック材等から
なるテーパ筒である。
【００２２】
　２７は、接続管２１に形成されたネジ部２６に螺合する締め付け環であり、その螺合部
と反対側の端部はテーパ筒２５の外径より小さな内径に形成されている。その結果、接続
管２１に形成されたネジ部２６に締め付け環２７を螺合させていくと、テーパ筒２５が締
め付け環２７により軸線方向に押されて可撓性チューブ１６の外周面に押圧固定され、可
撓性チューブ１６が接続管２１の外周テーパ面２２とテーパ筒２５の内周テーパ面２４と
の間にきつく挟まれて固定された状態が得られる。
【００２３】
　そのような接続管２１とテーパ筒２５には、締め付け環２７がきつく締め付けられた際
でも接続管２１に対してテーパ筒２５が軸線周りに回転するのを規制するように互いに係
合する回転規制係合部３０が設けられている。
【００２４】
　この実施例の回転規制係合部３０は、III－III断面を図示する図３、及び締め付け環２
７を除いた配管接続部２０の分解斜視図である図４にも示されるように、テーパ筒２５に
突出形成された突起部３１と、その突起部３１の内面がピッタリと当接するように接続管
２１の外面を部分的に削ぎ落とした形状の平面部３２とにより形成されている。
【００２５】
　突起部３１は、テーパ筒２５の内径が大きい側の端部２５ａの１８０°対称の二箇所の
位置から配管パイプ１８側に向かって軸線と平行方向に一対突出形成され、平面部３２も
突起部３１に対応する１８０°対称位置に一対形成されている。
【００２６】
　このような構成により、図１に示されるように、可撓性チューブ１６を接続管２１の外
周テーパ面２２とテーパ筒２５の内周テーパ面２４との間に挟み込んで、締め付け環２７
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を接続管２１のネジ部２６にきつく締め付けた時でも、回転規制係合部３０の突起部３１
と平面部３２とが係合していることによりテーパ筒２５が回転しないので、可撓性チュー
ブ１６に全く捩じれが発生しない状態で可撓性チューブ１６を接続管２１に確実に接続固
定することができる。
【００２７】
　図５は、本発明の参考例の内視鏡の配管接続部２０の構造を示しており、接続管２１に
対してテーパ筒２５が軸線周りに回転するのを規制するように互いに係合する回転規制係
合部３０として、突起部３１が接続管２１の外周部から径方向に突出形成され、その突起
部３１と係合する切り欠き状の凹部３３がテーパ筒２５に形成されている。その他の構成
は前述の第１の実施例と同じである。
【００２８】
　図６は、本発明の第２の実施例の内視鏡の配管接続部２０の構造を示しており、図７に
単体で示されるように、テーパ筒２５の内径が小さい側の端部２５ｂに、軸線と平行方向
に複数のすり割り２９が形成されている。
【００２９】
　また、テーパ筒２５の内径が小さい側の端部２５ｂ近傍の外周面が、その端部２５ｂ側
へ次第に径が小さくなるテーパ状に形成されていて、締め付け環２７の内周面がテーパ筒
２５の外周面に対応する形状（テーパ筒２５の外周面にほぼピッタリ被嵌される形状）に
形成されている。その他の構成は前述の第１の実施例と同じである。
【００３０】
　このように構成すると、第１の実施例と同様の作用効果を得ることができるだけでなく
、さらに、締め付け環２７を締め付けることによりテーパ筒２５がすり割り２９の周囲で
縮径するので、可撓性チューブ１６をより強固に接続管２１に固定することができ、テー
パ筒２５が全く回転しないので、すり割り２９部分で可撓性チューブ１６が切れたり削れ
たりしない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の配管接続部の構造の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の全体配管の略示図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の配管接続部の構造の図１におけるIII－III断面
図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の配管接続部の構造の分解斜視図である。
【図５】本発明の参考例の内視鏡の配管接続部の構造の分解斜視図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡の配管接続部の構造の側面断面図である。
【図７】本発明の第２の実施例の内視鏡の配管接続部の構造のテーパ筒の側面断面図であ
る。
【図８】従来の内視鏡の配管接続部の構造の側面断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　操作部
　１１～１７　可撓性チューブ
　１６　処置具挿通チャンネル用の可撓性チューブ
　１８　配管パイプ
　２０　配管接続部
　２１　接続管
　２２　外周テーパ面
　２４　内周テーパ面
　２５　テーパ筒
　２５ａ　内径が大きい側の端部
　２５ｂ　内径が小さい側の端部
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　２６　ネジ部
　２７　締め付け環
　２９　すり割り
　３０　回転規制係合部
　３１　突起部
　３２　平面部
　３３　凹部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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